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酸性土壌に対する石灰とりん

駿肥料の効果
1 は じ め に

軟性の土壌に石灰を施すと,敢性が中和されて作物の

生育が良くなり,そして収量が増加することは広く知ら

れています｡現在は沖縄でも土壌が車性の地区では石灰

を用いることが煮作その他に実行されて良い成頴を上げ

ています｡例えば第1表を見て下さい｡

第 1表 石灰施用による甘煮のql収

区 分 107-ル当収塵 (トン) 指 数

無石灰区 最 高 10.05
最 低 4.88

平 均 6.34 100,0

石 灰 区 最 高 12.71
最 低 5.70

平 均 8.67 136.5

《北部地区普及所,その他:開墾地の硬度矯正春植

収量調査表 (1965)より》

これは沖縄島北部の硬性土壌(pH3･20-5.41)に炭敢

カルシウムを施してサトウキビを栽培した場合の調査報

告です･調査点数は無石灰区及び石灰区ともに10です｡

土矧 こよっては無石灰区と石灰区で収宜の差の少ないの

かありましたが,殆んどは石灰区で増収を示しました.

サトウキビはホウレンソウやチシャなど はゝ違って酸性

土確を非常に朕うという作物ではありませんが,敵性が

軌 ､場合には矢張り石灰の助けが必要です.

2 最 適 pH

ところで顧性土壌に石灰を施す腐凸には,栽培する作

物の性質を知らなければいけません｡作物には土壌の反

応に対してそれぞれ好きな範囲があるからです｡これは

虚実関係の仕事変している人なら即に知っていることで

しょう｡われわれの身近にある作物がどの様な土壌反応

を好むものであるか変第2表にまとめてみました｡

第 2表 作物の最適土塀反応

作物

イネ

サトウキビ

(4)

パインアップル

サツマイモ

ダイズ

タバコ

チシャ

ホウレンソウ

キャベツ

キウリ

トマト

カボチャ

ナスビ

スイカ

ニンジン

ダイコン

タマネギ

ラッカセイ

4.か-6.5

5.016.0

5.2-7.0

5.ひ一一6.5

6.017.6

6.0-7.6

5.7-7.5

5.5-7.0

5.4-7.5

5.とトー.7.5

5.5--6.0

5.016.5

5.5-7.0

5.5-6.5

6.α.一一6.5

4.5--6.5

この表に示されるようなpHの範囲の土壌に各作物を

栽培することが出来るなら最も理想的 であ ると云えま

す.然し実掛 こは,色々な理由で余り適当でないpHの

土成に作物を栽培しなければならない時 が 多 いもので

す.このような時に土壌の反応を,目的とする作物に適

するように焔正する必要が生じるわけです｡

3 石 灰 所 要 量

自分の畑の土壌が硬性でこれを焔正する必要が生じた

場合に,どの位の石灰を与えればよいかという問題が起

ります｡必要とする石灰の丑は,現在の土壌pHと目標

とするpHによって異なり,又目標とするpHは同じで

も土壌の性質 (主として粘土及び有機物含盈)によって

左右されますO石灰所要塵を決めるのに笑顔室では,①

仝軟度法 (大ココ京及びカッベン法),②石灰添加法,③

接衝液法④pH-交換容屋法などの Ĵ法で実験します｡

然し各良家が個々にこのような実験をすることは撫腰な

ので自分の土壌を実験設備のあるところに依願するより

仕方がありません｡或は最も簡単な方法として,銃刑巴

料株式会社から配られている ｢炭カル施肥皇早見表｣を

利用することも良いことです｡

石灰材料としては炭酸カルシウム CaCO3,消石灰

Ca(OH)2,生石灰CaO,な どがありますが,炭車

カルシウム (一名択カル)が安全で一般 に使われてい



兼3表 沖 n J■ 土 嚢 の ft: 学 的 t生 jFl

土 壌 .場 所 厄 lpH?0
l

国頭凍層土凍 F金武村 中川

粘 板 r子土塊 屋我地村
運天原

琉球石灰岩土壌 具志川村田場

泥 炊 l'I土壌 豊 見 城 村

適所陳腐土壌

泥灰告土壌

塩基置換
容 量
(meloos)

遣換性塩基 (me/1009) 有効態りん酸

Ca I Mg K I Na (m9 1009)

(松坂,他3名:沖縄本島土壌調査報告より)
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ます｡消石灰或は生石灰を使う協会は,炭酸カルシウム

の計算鬼に対して,消石灰は740/0,生石灰は560/Qの割合

で使えば良いことになります｡

4 石 灰 の 効 果

石灰の最大の効果は土壌の硬性を矯正 することです

が,その他直接間接の効果として次のようなことが云わ

れています｡

(a) 土壌の有川細歯の繁殖,活動を盛んにする.

(b) 有機物の分解を早める.

(C) 石灰分の供給と同時に,土壌中の植物養分

(N.P,汰,Mg,Mo,Sなど)を可溶性にする

こ でゝ土壌中の植物毒分を可溶性にすることが挙げら

れていますが,これは特にりん慨について知られていま

すOりん硬の有効化は沖縄島北[邪の徴性土壌と開通して

輿裸のあることですO何故かというと,凶疏礁層土壌や

粘板'占土壌は非常に可吸態りん酸の含鬼 が低 いからで

すoこのことは第3表の分析例からはっきりしますO

サトウキビは茎襲1トン当り約1kgのりん酸を含むと

云])れるので,上の分析例から推すと,無肥料の腸合凹

uTlマ-チ (Ll_]血便JLYj土壌及び粘板Li土壌)は10アール当

り0.3-0.8トンのサトウキビしか生産できないことにな

ります｡りん顧肥料が必要であることは勿論です｡

次に敵性土壌に石灰を与えると のゞEzのりん車が可吸

態になるかその例をみると,第4表及び第 5表の通りで

す｡

第4表 炭世石灰施用1年目の土躾中の可吸態りん

(吃土に対するPのPPM)

(5)

無施可 石灰- 量 (匝解 - 対する0,0)

25 50 75 100 125

15.0 24.0 24.0 30.0 40.0 48.0

20.5 22.4 32.0 35.2 36.8 44.8

28.8 36.8 41.6 64.0 64.0 83.2

(青木:土壌と植生より)

第5表 石灰施用 1年目の土壌のPH及び可吸態りん

(】捻土中のPのPPM)

石灰施川前

pHL｢ りん

国頭傑旧土壌 】4.65

石次施川後

I H L りん

(入 監)

備考 :①ppmとは100万叫の[',15分. 例えば271ppm

とは乾土1,000.00011g小に2.71119の Pがある.㊨

第5表の石lyく施目星は人工 憤法によって算LIJ.され

た石灰畳 (10ア-ル,15C仇当CaCO3331k9)を

用いた｡

石灰を与えることによりかなりのりん鞍が可吸態にな

ることが分ります.酸性の土壌ではりん酸が鉄やアルミ

ニウムと結合して難溶性の化合物を作っていますが,石

灰を与えるとこの難溶性の化合物が石灰と反応して易溶

性 (可吸態)の化合物に変化します｡これが石灰による



りん憩の可吸財 ヒの原因です｡然し,石灰を与え過ぎる

と今度は溶難性のりん酸石灰になってしまうので注意し

なければいけません｡

5 過 りん醗石灰とハイホスカの効果

可吸態りん蕨の少ない国頭疎屑土壌や粘板岩土壌に作

物を栽培する場合にはりん憩肥料が大切であることが分

りましたが,先に述べたようなことからこれらの土壌に

りん簡肥料を施した場合,肥料中のりん穀が土壌中の鉄

やアルミニウムと結合して難溶性になり,肥効が低下す

るのではないかという心配が生じます｡そしてこれにつ

いて対策を立てることが必要となりますが,著111の行っ

た実験は多少の参考になると思います｡

実巌土壌には尾部村から採庶した過頭穣屑土壌をFT]

い,これに牧草のパンゴラプラスを植えました 窒素と

カリは充分に与えて,過りん敢石灰とハイホスカを別々

に5段階の量を施間し,同時に石灰区と無石灰区を設け

ましたo石灰区には10アール当りCaC03を331kgの割
合で施円しました｡この実験では,①2種のりん酸肥料

の効果,⑧石灰施用の効果,を検討することが 出来 ま

す｡下図に結果をまとめました｡
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肥料中のP､10アール当りkg

凡例 :Sp,-Ca は無石荻区,過りん敢石灰施円

Hp,-Ca は無石灰区,ハイホスカ施用

SP,+Ca は石灰区,過りん顧石灰施悶

HP,+Ca は石灰区,/､イホスカ施円

上岡から分ることは次の通りです.

①石灰を施関すると少ないりん酸肥料で肥効がよく現

われる｡これは特に過りん顧石灰の場合に著しい｡

◎石灰を施間しない場合は多畳のりん憩肥料を与えな

けれはいけない｡

⑨過りん鞍石灰とハイホスカの肥効を比べると,石灰

を施す時には過りん顧石灰の肥効が大きい｡石灰を施さ

ない時にはハイホスカの肥効が大きい｡

6 お わ tJに

以上のことから硬性土壌について石灰の役割 を理解

し,同r時に肥料の経済的な使用法を考え出すことができ

ると思います｡

(大屋 一弘)

苗 床 散 水 の 目 的

TF7L41:に散水する目的は,
ミ 11風による土の飛散を防いで･タネや7鞘のri篇性
を確探すること

2)タネの発芽や苗木の成長に必安な土の含水点を保

つこと

3川司引きや除草のさいに浮き上った土を落着かせて

～ 頂木の吃操を防ぐこと

4)追肥をほどこしたさいに,苗木に着いたものを洗

い解してこやしまけを防ぐこと

5)苗木の掘取りのさいに土をやわらかくして根の傷

むのを防ぐこと

などいろいろあるが,もっとも本質的なものは2)の

目的である｡

発芽や苗木の成長に水分の必要なことはいうまでも

ないことである｡林業用の苗木は,甫妹で生存し,か

つ成長しさえすればよいのでなく,それを妹がえまた

は山出ししたはあいの活着とその後の成長がよいこと

が必磐なのであるから,単に苗木の成長盈特に茎葉を

大きくするために散水するようなことは有害である｡

散水は,従って,苗木の成長をよくするためというよ

りも,苗木の成長が日照によっていちじるしく害され
ないために行うものという万がよいでしょう｡

(育苗手帳p85-86より抜すい)


